
里山 ICT能開学校について 

＜趣旨＞ 

・未就労となっている若者約２２万人（１５歳から２４歳の若年無業者）。  

・就職したけど、思っていた仕事と違っていたり、複雑な人間関係に耐えきれず「早

期退職」をして、転職意欲喪失してしまえば、そのまま、引きこもりとなってし

まう若者の存在。そうした若者を支援するところは残念ながら存在せず、再スキ

ルアップの場として提供。 

・自立及び就労に向けて、「親離れ子離れ」の環境作り。 

・直近の半年ないし１年を、（当学校）で職業技術のスキルアップに向きあったこ

と、地域社会と触れ合う活動に従事したことなど、自宅に引きこもらずに社会的

接触を続けていたことが、就職活動（面接） 

時の大きな評価因子につながる。 

＜特徴＞ 

（１）保護者を交えた面談後、プログラミング・Web・簿記会計・税法・社会保険給

与計算・経営ビジネス・経営分析・ファイナンシャルプランナー・販売士・心理

学など１２以上の科目の中から、「心の処方箋」を作り、「IT 科目」「コミュニケ

ーション技法」「経営ビジネス」のカリキュラムを構築。少人数対応による「オ

ンリーワンカリキュラム」。  

（２）若者と保護者との面談に基づき、入学者の心理状態と希望を加味して一人一人

の歩幅にあわせた１００％オリジナルの内容としたカリキュラム  

短期就労コース： 

能力的に高く、コミュニケーション力も問題なし。保護者の考えとして、「厳し

さ」を要望。ビジネス色を中心とした内容。  

＜午後＞本人及び保護者の希望職種で、アルバイトにて１００％収入を得る時間。  

長期就労コース： 

コミュニケーションが苦手。保護者の考えとして、「慎重な対応」を要望。心理

的サポート色を意識した接し方と内容及び進捗。  

＜午後＞目標とする資格を決めて検定対策指等を中心とした指導。 

（３）保護者様向けご報告メール 

指導を行った内容：例、Web制作（PC初期設定）  

進捗状況：例、初めてのことで少し戸惑いもありましたが、粘り強く取り組

んでおられました。  

生活状況：例、最近、野菜が不足しているようのなでご近所の農家の方に相

談をしてみます。  

心の状況：例、･･･笑顔が増えてきました。･･･発言も増えてきました。  

※保護者との両輪で、若者をサポートするため日々の様子をメールにて情報

を提供して安心と信頼を得るための取り組みを特徴とします。  



（４）推薦書 

   ニートやフリーターとなっている若者の選考において、担当者から昼夜逆転な

ど生活習慣の乱れを危惧されるため、それを払拭するために当校での様子を判

断して、「就労可能」とみなした場合に発行します。 

（５）農業体験 

   週末は、都会では体験できない自然の中で癒されながら地元のモロヘイヤ生産

活動などを通して自分を取り戻し、そして、農産物のネット販売において、地

域貢献を目指します。 

 

※未就労となっている若者（引きこもり）の「無料相談会」を実施中！！ 

対象：本人または家族 要予約 ０９０－１１４７－０６０２ 尾鼻 
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